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                         資料８ 

淵野辺公園銀河アリーナ 利用料金について 

 

１ 規定による利用料金について 

 

相模原市都市公園条例の規定による利用料金は、次のとおりです。 

（1）運動施設 
有料公園施

設の種類 
単位 金 額 

アイススケ

ート場 
専用利用 入場料等を徴

収しない場合 
市民 1日(9時～20時15分) 157,500円 
市民以外のもの 191,300円 

入場料等を徴

収する場合 
市民 315,000円 
市民以外のもの 382,500円 

一般利用 大人 1回 1,000円 
中人 750円 
小人 500円 

特別専用

利用 
市民 早朝(6時30分～8時30分) 28,000円 

夜間A(20時30分～21時30

分) 
14,000円 

夜間B(21時45分～22時45

分) 
14,000円 

夜間C(23時～24時) 14,000円 
市民以外のもの 早朝(6時30分～8時30分) 34,000円 

夜間A(20時30分～21時30

分) 
17,000円 

夜間B(21時45分～22時45

分) 
17,000円 

夜間C(23時～24時) 17,000円 
トレーニン

グ室 
一般利用 大人 1日(9時～21時30分) 780円 

小人 390円 
備考 
1 市民とは市内に居住する者又は市内に所在する団体を、中人とは19歳未満の者(中学生以下の

者を除く。)を、小人とは中学生以下の者をいう。 
2 利用の承認を受けた時間を超過した場合における超過した時間に係る利用料金の額は、超過し

た時間1時間（1時間未満の端数は、1時間とする。）につき、アイススケート場の特別専用利用

については、この表に掲げる額の1時間相当額を1.2倍した額とし、その他については、この表

に掲げる額に10パーセントを乗じて得た額とする。 
3 表に定めのない時間の1時間あたりの利用料金の額は、これらの表に掲げる利用料金の1時間相

当額の範囲内で、指定管理者が教育委員会の承認を得て定めた額とする。 
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（2）附属する施設 
附属施設の種類 単位 金 額 

淵野辺公園アイス

スケート場 
通常照明(500ルックス相

当)を超える照明施設 
2倍の照度 1日 

(6時30分～24時) 
14,000円

3倍の照度 29,800円

4倍の照度 45,500円

ビデオ録画装置 1日 
(6時30分～24時) 

1,800円

電光表示装置 17,500円

放送設備 4,400円

第1会議室 8,800円

第2会議室 8,800円

持込器具用電源 1キロワットにつき 
1日 
(6時30分～24時) 
(持込器具の電気容量による。1キロワ

ット未満は、1キロワットとみなす。) 

1,300円

淵野辺公園水泳プ

ール 
通常照明(500ルックス相

当)を超える照明施設 
2倍の照度 1日 

(9時～21時30分) 
10,000円

3倍の照度 21,300円

4倍の照度 32,500円

ビデオ録画装置 1日 
(9時～21時30分) 

1,300円

電光表示装置 12,500円

放送設備 3,200円

第1会議室 6,300円

第2会議室 6,300円

持込器具用電源 1キロワットにつき 
1日 
(9時～21時30分) 
(持込器具の電気容量による。1キロワ

ット未満は、1キロワットとみなす。) 

900円

備考 
1 入場料等（営利等を目的として徴収する入場料その他これに類する料金をいう。）を徴収して

淵野辺公園アイススケート場を利用する場合における利用料金の額は、この表に掲げる額を2倍

した額とする。 
2 利用の承認を受けた時間を超過した場合における超過した時間に係る使用料の額は、照明施設

については超過した時間30分（30分未満の端数は、30分とする。）につき、この表中淵野辺公

園水泳プールの項に掲げる額に5パーセントを乗じて得た額とし、その他の附属施設については

超過した時間1時間（1時間未満の端数は、1時間とする。）につき、この表に掲げる額に10パー

セントを乗じて得た額とする。 

3 表に定めのない時間の1時間あたりの利用料金の額は、これらの表に掲げる利用料金の1時間相

当額の範囲内で、指定管理者が教育委員会の承認を得て定めた額とする。 

 

※ 利用料金に係る規定については、相模原市都市公園条例を参照のこと。 
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２ 現行の利用料金について 

 

現在の指定管理者が、教育委員会の承認を得て設定している利用料金は次のとおり

です。 

（1）アイススケート場 
単位 金 額 

専用利用 入場料等を徴収

しない場合 
市民 1時間につき 14,000円 
市民以外のもの 17,000円 

入場料等を徴収

する場合 
市民 28,000円 
市民以外のもの 34,000円 

一般利用 大人 1回 1,000円 
高齢者（65歳以上） 500円 

中人（19歳未満で中学生以下を除く） 750円 
小人（4歳以上中学生以下） 500円 

障害者（介護者を含む） 無料 
特別専用利

用 
市民 早朝A(6時15分～7時15分) 14,000円 

早朝B(7時30分～8時30分) 14,000円 
夜間A(20時30分～21時30分) 14,000円 
夜間B(21時45分～22時45分) 14,000円 
夜間C(23時～24時) 14,000円 
夜間D(0時15分～1時15分) 14,000円 
夜間E(1時30分～2時30分) 14,000円 

市民以外のもの 早朝A(6時15分～7時15分) 17,000円 
早朝B(7時30分～8時30分) 17,000円 

夜間A(20時30分～21時30分) 17,000円 

夜間B(21時45分～22時45分) 17,000円 

夜間C(23時～24時) 17,000円 
夜間D(0時15分～1時15分) 17,000円 
夜間E(1時30分～2時30分) 17,000円 

※ 「専用利用」とは、団体で専用して利用することを、「一般利用」とは、これ以

外で個人で利用することをいう。 

※ 「特別専用利用」とは、定められた時間内に個人又は団体で専用して利用するこ

とをいう。 
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（2）トレーニング室 

使  用  区  分 単 位 金 額 

一般利用 

大人 1回 260円 
高齢者（65歳以上） 130円 

小人（中学生以下） 130円 

障害者（介護者を含む） 無料 
 

（3）附属施設 

附 属 施 設 の 種 類 単 位 金 額 

アイススケ

ート場 

通常照明（500ルックス相当）を 
越える照明施設 

２倍・３０分につき 400円 

３倍・３０分につき 850円 

４倍・３０分につき 1,300円 

ビデオ録画装置 

１時間につき 

100円 

電光表示装置 1,000円 

放送設備 250円 

会議室 500円 

持込器具用電源 １ＫＷ１時間につき 70円 

 

（4）回数入場券の発行について 

アイススケート場の一般利用について、10回分の利用料金で 11回利用できる

回数券入場券を発行している。
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３ 淵野辺公園銀河アリーナ 利用料金の減免について 

 

淵野辺公園銀河アリーナの利用料金に係る減免規定については、以下のとお

りです。 

 

(1)身体障害者福祉法第 15条第 4項の規定により身体障害者手帳の交付を受け

ている者、児童福祉法第 12条第 1項に規定する児童相談所若しくは知的障

害者福祉法第 12条第 1項に規定する知的障害者更生相談所において知的障

害と判定を受けた者又は精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第 45条

第 2項の規定により精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者及びこれ

らの介護者が利用するとき(アイススケート場及びトレーニング室の一般利

用に限る。)。 100パーセント 

 

(2)65歳以上の者が利用するとき(アイススケート場及びトレーニング室の一

般利用に限る。)。 50パーセント 

 

(3)市内の学校教育法第 1条に規定する小学校、中学校、義務教育学校、中等

教育学校（前期課程に限る。）及び特別支援学校（高等部を除く。）が教育

課程に基づく教育活動のため利用するとき。 100パーセント 

 

(4)市内の幼稚園、幼保連携型認定こども園又は保育所等が幼児の教育活動等

のため利用するとき。 50パーセント 

 

(5)公益財団法人相模原市体育協会又はこれに所属する団体が体育の振興の目

的のため利用するとき。 50パーセント 

 

(6)指定管理者が相模原市都市公園条例第 20条の 6の規定により行う同条第 6

号の事業のため利用するとき。 100パーセント 

 

(7)（1）から（6）に掲げるもののほか、指定管理者が特に必要があると認め、

市長の承認を得たとき。 市長の承認を得て指定管理者が定める率 

 

(8)アイススケート場の一般利用の場合においては、回数入場券の発行により、

11回分の利用料金を 10回分の利用料金に減額することができる。 

 

※ 利用料金に係る減免規定については、相模原市都市公園条例施行規則第 7

条の 2を参照のこと。 


